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東北農業研究　第6号

第5衣　　収　鼠　調　査

翠＿＿琵琶篭
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水稲の生再並び鵬については第4．第5衣に示すよう

に，活着を阻害されたPCf，上壌混入区は柳期生哲の抑

制が著しく，発色が淡卓とな少，短群少けつの生育相を

示した．この傾向はPCPの混入虫の多い梓苦しく・特

に荒代前300g区は強い影響をうけた・しかし土壌混入

区は後半生膏が恢複し発色曲線とな少肥効が後期まで持

続し出穂も柏かくれ，混入鼠が多く草丈茎数の抑制が苦

しい区程無効茎が少くなった・そのため稔数は荒代前

300g区を除き標準（手椒区）にはゞ近いまでに恢配し

た．その結果混入区は蚊：藁比率が高く走力，倒伏も軽

微で収屈は標準区に比べ池－1（裕界に留った・しかし植

代後衣層100g区に比べ何れも混入区は収裏少なかった・

4．　考　　　　察

1．pCPを代掻時に土壌混入した地合は従来の田植
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前衣層施用によカ明らかに活着が阻害され，PCf，混入

姐の多い柁著しい．

a　その初期生閂についても明らかにPCf，土壌混入

の生啓抑制が著しく混入愚と平行する・

a　しかし生膏後半，混入区は生再を欧復し相出穂遅

延するが，有効茎歩合高く棟数は標準区並とな少，粉：

藁比率が高ま少収鼠は衣層施用よか劣るが標準と大差なレ・

4　除草効果は衣層100g区に比し，混入200－300

gは雑草抑制効果が持続し効果的である・

邑　暗君の阻害，生啓の抑制遅延等からみてPCP多

嵐混入は今後の検討の余地は多く残るが，PCf〉200g

混入程度であれば，殺革効果及生育収鼠性からみて実用

的と思われる．

．PCP粒剤の土壌混入が稲宙の発根と生育収量

に及ぼす影響について

斉　　藤

（福島県農試会津支場）

1．　ま　えか　き

除草の省力化が，稲作全体の省力化に大きく影響を及

ぼすので，近年は除草剤を利用した一連の体系が確立さ

れてから稲作の省力化に大きな貢献を示しているが，更

に．この体系を簡略化する必要があると思はれる・その

手段として，荒代時にpCP粒剤を混入し稲作除草の省

力化をはかった場合，稲苗の発根に及ぼす影響と，殺草

効果並びに稲の生育収臆について知るために，1肥年に

実施した試験の結果について報告する・

蓉

2．　試　験　の　方　法

1一区面積及区制：1区部が　2区制

a　育苗様式：4月餌日播，保温折衷苗代

が当Ⅶg播，亜日苗

a　田　　植：6月1日　3本値

も　施肥盈：〃当少〃0・9Kク　PO・7R，∬0・7Eァ

5　供試品種：アミクミノリ　早生穂重型

ササックレ　中生穂数型

セキミノリ　晩生絶教型
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6　試験区の構成

処理丑（α当）

無処理，無除草区
標　準　除　草　区

PC P　100g区

PCP　200g区

PCP　300g区

方　　　　　　　法

荒代前に所定丑のPCPを散

布し，ティーラーによって荒

代を実施し3日後に田植した・

与．賦鹸病巣と考察

1．発根について

試験の方法はセキミノリ租日乱水苗代育苗のものを

利用し，5万分の1のワグネルポットに所賢慮のPCf）

を，約1恥【程度に手で混層し代かきを行った・その結果

は弟1衣によっても明らかなように，♪CPの混入量が

多くなるに従って発根は抑制され，7日目調査では，卿

g区がどうにか発根を認める程度で，最長根良も0・6【

であって非常に強く抑制される．

第1表　　発　根　調　査

調査 日
項 目　 理 別

無処 理
P C P

1 0 0 g

P C P

2 0 0 g

け C P

3 0 0 g

七 絵 生 体 動 ） 0．m 0．7 1 0．5 4 0．6 1

日 根　　 数 ¢斡 8．00 9．劫 2．釦 3 ．那

目 最 長根 長帥 6 ．釦 3 ．α） 1．70 0 ．ぶ）

絵 生 休 重 1．08 0 ．9 6 0．95 0．tB

百 根　　　 数 12．釦 14．g ） 18．卯 10．伊

目 最 長 根 長 10．訃 10．加 8．王抑 8．加

－ 絵 生 体 重 12．（旧 12．00 0．76 0．紗

日
版　　　 数 18．00 19．（泊 16．（氾 11．（旧

目 最 長 板 長 15．亜 18．亜 15．幻 12．オ）

又，100g区と無処理区を比較すると7日日では大き

い差が認められるが．14日日頃からその傾向は逆になっ

て，むしろ，100g区がまさる結果を示し，a日日で東

に若干であるが発根が増大している．抑制率を明かにする

ために，根教に最長根長を乗じた数を百分率によって求

めたものが第一図である．これによると，発根は田植後

13日日頃に区間差が最も′J、さくを少，皿臼日頃に再びそ

の差が大きくなる傾向が見られる．

このことは苗質によっ

てもかな少の差があると

思われる．即ち，田植後

場白目頃までの植傷みが

大きい場合，この時期を

頂点として地上部の蓄横

養分が左右するのではな

かろうか．発根の追跡が

21日までなので再びその

差が少なくなる時期を確

認することは出来なかっ

た．圃場における植傷み

の品種間差はササシクレ

アジ′ミ　ノリ，－セキミ　ノリ

の贋に多かった．

′Jo

／○〃

さ○

∠○

曾○

J o
（ウり

／霊

⑳

〆Jp○ズ

′

Jo㌔P色

1こ　　 二　　 二
日　　 計　 8
8　　 8　　 8

オI厨　許卸卵）卒

a　牧草効果について

第2図によって明らかなように，PCタの処理滋が多

くなるに従って，雑串の発生は少なく．特に300g区で

は略亜日稚皮の効果が見られた．処理裏による雑草の抑

制効果は100gではゞ14日，200gで訪日と観察された．

第2国　雑草調査（甜×脚蝕）g

処理後は収稜時まで放任したので後期，マツバユ，カ

ヤツリ，クPクワイなどが発生し特に100g区では被複

度卵％以上で稲の生再を阻害したが，200g－300g区

は放任でも問題はないようであった．

従来の雑草調査から7月上旬で雑草が1が当少150g

以上の発生塩になるとその後の稲の生育を非常に抑制す

る．勿論革種によ．って異なることは言うまでもない・

PCf・処理によって後期多発する雑草は，マツバェ，

カヤツリ等であわ特に，カヤツリの発生は圃場にもよる

が．驚異的な発生を見る．

a　生育と収崖について

供試3品種中では，アジミノリが巌も強く草丈伸長の

抑制を受け，次いでセキミノリ，ササシグレの頂である・

一般試験に於てもこの傾向が見られる．即ち，菓身長の

良い伸長型の苗質の品種が弱く，菓身長の短かい短首唱

のものが強く観察される．茎数の増加は各品種共に処理

によって最高分けつの山が低くな少結果的には有効茎歩
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第3図　　草丈と茎数の推移
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合が高くなる（第3回）・この傾向はセキミ／りに強く，

処理によって茎数相加が最高分けつの10日前から髄く抑

制される・

出椎期は処磨けこよって遅延し300gでは，アジミノリ，

ササックレ，共に8日のむくれを示したが，・セキミノリ

は標準区同様であった．

しかし，成熟期は早生のアミノミ／りが処理閥の動きが

少なく，ササシプレ，・セキミノリの中晩生種は処理間の

動きが大きかった．

収鰯は第4図に示したとおれ　標準区に比していづれ

も減収したが，処理鯛の収量では200g区が飯高で次い

で300g，100gの脇となった．このように初期生育の

抑制が最も少なかった100gについては，後期の雄革（

特にカヤツリ類）によって生育が岨害された為の収量低

下である．又300g区は後胤の雑草発生が少なかったの

で生育環境としては良好であったが，初期の抑制が大き

く影響したので結果的には威収を示した・

このことから考えると，初期の生再抑制が比較的少な

く，且後期の雑草発生が稲の生育を阻害しない程度の

200g区が巌も多収を示した．

4．　あ　と　が　き

PCP粒剤の土壌混入は一応200gが実用性が高いと

見られるが．この場合後期雑草の発生が多い水田にあっ

ては，機械除草～〟C∴Pなどの組合せによって体型づけ

られよう．

蔚貨，品種などによって活着に差があるので陛酉育成

が前提条件となることは勿論である．このPCP粒剤の

土壌混入は今後のPCf■入化成肥料についても略同様の

条件によって使用出来ると思われる．

尚PCPの土壌混入によって減収する要素としては，

一拡着拉致の浣少と植数低下なとであるから，技術対策

としての前提条件は，栽植本数及び穂数の増加，施肥且

などによって「カバー」出来得るか，否かを現在検討中

である．

PCP土壌混入が水稲生育収量に及ぼす影響について

佐　藤　力之助・須　藤　孝　久．

岡　田　　　　治・高　横　栄次郎

（秋　田　県農　試）

太　田　暇　夫・岩　原　佐三助

（秋田県農試大橋分欄＝

1．　生　え　が　卓

PCP土壌混入が水稲生育収量に及ぼす影響について7

記の観点エカ坂村した．

1台賃と栽培法の変異

之土壌的条件の差異


